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子どもたちを教育していないし、 ・ ・ ・ペリクレスの子どもたちは何処かでひとりで



















































































































































































合、しかし邦語で、差し当たり「知識」 「見分け知る」 「恩慮」 「智慧」と訳し分けた


























































































「悪い(πovripa, k,αKd)」と言われるその理由(6n, 5iou)を、 (1) 「それらの各々がそ
の瞬間において快を提供するから」 (353Dl-2)か、それとも(2) 「後になって病気や貧
乏やその他そうした多くのことを提供するから」 (353D2-4)かという二つの選択肢を























































































































































































(125E6, 9, 126A2)、 『国家』篇(348D2, 428B2)に見られる。いずれの場合にも、 「国家
(人々)を支配する知」という意味で用いられている。
























(12)ギリシア語の原語としては、次のようなものである。 Ioxupov,わγ牀/J.OVLKOV, &pxI/COV, 」レOUO7)S
dレOpdπ? tπoTTJUT]冒, Ob珂レどπlOTf][l叩レhpieルdλλ'dλλo n,璃g tπtornum --- πepieXno-
! !
pE'レ乃S uno..., /j.カ払KPα叩鋤レαi bn0..., 」mor,短刀KEλEbヮ・
(13)この点はしばしば誤解され、ここで既に現在の「快/苦」と将来の「快/苦」の比較考量
による行為の選択が問題になっているかのように解釈されている。 T. Irwin, Plato's
Moral Theory. Oxford Claredon Press, 1977, p. 104もその一人である。
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Hedonism in the Protagoras and the Sophist s Guarantee. Ancient Philosophy, 10,
1990, pp.17-39にも見られるものである。
(1996年7月31日受理)
